




















































2017 年 3 月に改訂された「新学習指導要領」では，「これからの社会が，どんなに変化して予測困
難な時代になっても，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，判断して行動し，それぞれに思い描
く幸せを実現してほしい」という願いから「主体的，対話的で深い学び」が重視されている．また，








































第 2 に，2020 年 5 月，稚内市に「紆余曲折」を経ながら「通年利用可能」なカーリング場が開業し
た点である．稚内市には，かつて旧米軍施設を利用した「稚内市カーリング場」が存在していたもの
の，3 つの問題点が存在した．①公式ルールに対応した正規規格のシートが 1 つしかない，②老朽化
が著しく，極度の低温，雨漏りが多数発生し，さらに冷却装置がいつ故障してもおかしくない状況，















































































本講習の受講者は，26 名（男性：14 名，女性：12 名）であった．勤務先は 26 名が教員（幼稚園，認定こども
園：2，小学校：12，中学校：10，高等学校：1，養護学校：1）である．また受講者の勤務地は全員が道内であった．
そのうち宗谷管内が 20 名，それ以外の管内からは 6 名（留萌5 名，胆振 1 名）であった．なお保健体育免
許状の保有者は 3 名であった． 










表 1 本講習の時間割と講義内容 
 
 





















図 2 カーリングを用いた学びのフロー 
 












写真 1 柔道場においてボッチャを実施しているところ 
 
 




紀要 22 号 63 
 
































（実際には，1 試合に（1 エンドで最大 6回×10エンド）60回程度のスイープ動作を行う）．スイープの体験では，「思いの
ほか大変だった」という声が多く聞かれた． 
 








紀要 22 号 65 
 
写真 6 筆者が「ダブルテイクアウト」の解説をしている様子 
 
次に，部員が補佐しながらスキップ体験（イエス，ウォーの声だし）と，スイーパー2 人を受講生に体験し









































写真 10 デリバリー練習の様子 
 
 









写真 12 受講生によるゲームの様子 
 












第 2 に，「北海道だからできること」としては，以下の 3 つにまとめた．①カーリング場が北海道
には多数点在していることから，アクセスの容易さがあげられる．2021 年 1 月現在で，専用カーリン


































































































































































































































































































































紀要 22 号 77 
望まれる．さらに幼児，低学年の児童などルール，競技を重視するよりも，「遊びながらカーリングを
行う」ことなど取り入れた授業方法についても検討が必要と考えられる． 










この制度の施行により，対象の教員には「原則的に，有効期間満了日（修了確認期限）の 2 年 2 ヶ
月から 2 ヶ月前までの 2 年間に，大学などが開設する 30 時間以上の免許状更新講習を受講・修
了した後，免許管理者（都道府県教育委員会）に申請する」ことが求められる 
(2）カーリング 








のために-ポータブル戦術支援DB システムの改良-」，情報処理学会，『第 76 回全国大会講演論文
集』，2014(1)，627-629. 
北海道カーリング協会 http://www.curling.hokkaido.jp/trivia.php（閲覧日：2021年 2月 2 日） 
公益社団法人日本カーリング協会， 
 http://www.curling.or.jp/about/about000.html（閲覧日：2021 年 2月 11 日） 




文部科学省，教員免許更新制（2021年 2月 22 日閲覧） 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/koushin/ 



































Possibility of "curling" as a teaching material to realize "independent, interactive and deep 
learning" ―Classes using "curling" in "License Renewal Class"― 
 
●英文要約 




紀要 22 号 79 
Courses of Study. In this context, the author sought to develop lessons that incorporate "curling".  
The purpose of this paper is to review and discuss the efforts of the license renewal course 
conducted at Wakkanai Hokusei Gakuen University. As a result of the analysis, it was suggested 
that curling could be a teaching material that can be handled as a "unit" including introduction 
and development. Furthermore, by combining theory and practice, it is inferred that curling can 
become a teaching material that responds to the "independent, interactive, and deep learning" of 
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